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会員の皆様にとりまして本年が健やかで、よい年となるよう祈念いたします。

昨年は当協会にとりまして、設立元年でしたが、今年はいよいよ本格的な活

動を開始する重要なステップとなります。皆様の相変わらぬご支援、ご協力を

よろしくお願いいたします。 

エコプロダクツ 2006 観・感記 
 
 

NPO法人再生可能エネルギー推進協会 
顧問  松下 徹志 

 
 

 今年の展示会は例年よりもまして、子供たちや女性の来訪者も多くて熱気にあふれ、日本でも

環境に関する関心がようやく高まりつつあることを実感できた。入場者も 15 万人を越えて来場
いただいたようで、数年前に比べ、訪問者の熱心さも感じられた展示会であった。 
 展示は、素材から始まって、あらゆる分野の産業活動、日常生活におけるエコを配慮し、例え

ば、自動車部門では大型車のキャパシターハイブリッド式の燃費改善から二輪車での燃料電池駆

動車まで、すべての範囲でエネルギー消費改善の試みがなされており、また住宅・家電機器では、

機器の効率向上は目覚しく、その上、植物原料プラスチックの採用を試みるなど、まだまだ楽し

みが多い。エネルギー部門では、石炭ガス化、バイオマス、太陽光・熱、風力、燃料電池などの

更なる技術開発やコストダウンが続けられており、さらに建材、事務日用品、食品、容器、など

など細かな点にまで及ぶ努力の成果を見ることができた。この努力を続けることによって、日本

が環境の点で世界にお手本となることを願いたい。 
 今、世界全体で CO2排出が約 63億トンあり、森林や海水などで吸収される分が約半分といわ
れているが、今回の展示会をみて感じたことは、CO2の削減努力を続ければ、地球を維持できる

のではないかと思われた。しかし、今後の発展途上国のエネルギー消費がカギとなるわけで、そ

のためには早期の日本の技術移転が必須であると思われる。 
 日本が世界をリードするには、まず自らの国の活動においてこの環境実績を示すことが大切で

あり、それが世界にアッピールする大きな手段となる。それこそ、「美しい国づくり」なのでし

ょう。 
 REPAの展示に関しては、初めての出展ということもあったが、皆さんの努力の甲斐あって（特
に、日本工業大学の学生の活躍で）、来客もかなりあってよい結果であった。しかし、ブースが

やや手狭で、来客の皆さんに展示品が十分に見えないところもあって、来年は少し大きめのスペ

ースが欲しいものである。この展示会をステップとして、REPAがまた一歩進んで活動が活発に
なり、社会に益々貢献できることを願っています。 
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特集１ エコプロダクツ展 2006 報告 

REPA事務局 
 

 当協会初のビッグイベントであるエコプロダクツ展 2006 への出展も、
皆様方のご協力の下で無事終了することができました。同展示会は過去最

高の入場者数 15 万人を超える盛況で、当協会にもたくさんの方に訪問し
ていただきました。出展は初めての経験で、戸惑うことが多く万全の準備

というわけにはいかなかったのですが、出展したことで得られたものも多

くあり、事務局としてはまずまずの成果をあげることができたと考えてい

ます。 
 成果の第一は、再生可能エネルギー推進協会なるNPO法人の存在を多くの方々に知っていただいた
ことです。訪問者の方の中には、当協会の名称に興味を持ちホームページをすべて読まれた上で感想

や意見を述べられた方、実際に再生可能エネルギーの普及に尽力されている自治体の方が視察を兼ね

てご意見を述べられた方、また、類似の事業を展開されているNPO法人の方などの訪問もありました
が、なにより、小中学生や一般など幅広い層の方々に訪問していただき、当協会の存在が多くの方々

の目にとまったことに大きな意義があったと思います。 
第二は、第一の成果の結果でもありますが、専門家から主婦や子供たちまで幅広い人たちから、環

境やエネルギー問題に対する率直な感想を直接聞くことができたこと 
第三は、エコ住宅・ソーラーディッシュなどの模型やモニターやポスターによるプレゼンテーション、

そして CO2濃度測定など、当協会の持つポテンシャリティを具体的な形で示すことができたこと 
第四は、当協会に結集する可能性を感じさせる多くの協力者の方々の存在を確認できたこと 
第五は、再生可能エネルギーの普及のためにわれわれを含む NPO法人への期待が予想以上に大きく、
今後の活動に期待という激励の声が寄せられたこと 
第六は、再生可能エネルギー推進の象徴として、また、われわれの活動資金を調達する手段として、

ソーラー帽子の持つ可能性がかなり大きいこと確認できたことなどが上げられます。 
 一方、日本工業大学の学生の方々からの指摘にもありますが、ブースが小さく展示品を十分アピー

ルできなかったこと、説明員が多すぎること、等々の反省材料も多く指摘されました。 
 昨年 12月 27日に開催した役員懇談会では、2007年の活動計画などについて話し合いましたが、エ
コプロダクツ展につきましては、2007 年 12 月 13日（木）～15 日（土）に東京ビッグサイトで開催
される次回エコプロダクツ展 2007への出展申し込みを行うことを確認しました。事務局では、今回の
教訓をいかし、より大きな成果を上げることができるよう取り組んでいきたいと考えています。 
 以下は、今回のエコプロダクツ展への取り組みの概要をまとめたものです。お気づきの点など、ど

しどしご指摘いただければと思います。 
 
○入場者数（主催者側発表） 

12月 14日（木）くもり     49,625人（46,534人） 
12月 15日（金）くもりのち晴れ 58,820人（53,324人） 
12月 16日（土）晴れのちくもり 44,521人（40,603人） 
3日間合計         152,966人（140,461人） 
※（）内は昨年度来場者数 
 

○ 来訪者および記名者 
名刺交換および記名していただいた方 約 70 人（３日間合
計） 
自治体、NPO法人、環境関連ベンチャー、小中学校関係者、
コンサル、商品開発担当者、大手企業関係者、主婦、一般市民等 
小学校・中学校  10校（3日間合計） 
都立多摩高校・環境科学部、川崎市立大谷戸小学校、東京都町田第一小学校、さいたま市立西

原中学、昭和市立清泉中学校、東京都大田区立久原小学校、東京都中野区立第二中学校、東京




